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  １ ２ ３ ４ 給 ５ ６ 備考 

２７ 

（月） 

１
組 

練 数 英 
理 （ 小 ） 

〇 
技 

体 
①全体練習 

２
組 社 理（濱） 

２８ 

（火） 

１
組 理 

数 予行 〇 英 
国 ③④運動会予行 

２
組 国 社 

２９ 

（水） 

１
組 

練 数 英 
音 

〇 道 ／ 

①１２合同練習 

２
組 体 

３０ 

（木） 

１
組 社 国 

英 
体 

○ 練 
理（濱） ⑤２３合同練習 

２
組 体 理（濱） 社 社 

３１ 

（金） 

１
組 美 国 社 体 

○ 
運動会 

準備 

 

２
組 国 技 美 音 

６／１（土） 運動会 ○ 
午後の部の競技終了後、 

片付け、１５：３０下校 

運動会まで１週間！ 

 ５月上旬に、「日常、家庭や学校生活の中で体験したことを基に、「犯罪や非行のない地域
社会づくり」や「非行をした人の立ち直り」などについて考えたことを書きましょう。」と
いう課題を出しました。下は  さんの作文です。よく読んで、考えを深めてみましょう。 

あいさつでする地域づくり         

 

私にとって、「非行」や「犯罪」という言葉はあまり身近に感じられず、正直、この作文用紙が配られ

たときは何を書いたらいいのかと戸惑いました。そこで、逆になぜ私がこれまで当たり前のように平穏

な生活を送ることができていたのか考えてみることにしました。 

 先日、保育園の同窓会が開かれ、昔の写真を見たり、友達やお母さん、お父さん達に久しぶりに会った

りする機会がありました。当時の私は幼くて気付いていませんでしたが、今思い返すとたくさんの友達

や大人に支えられていたのだなと思います。今ではその他にも、小学校、中学校で出会った友達や先生、

朝「おはよう、行ってらっしゃい！」と声をかけてくれる方や防災宿泊体験のときに一緒に活動した方

など、見えていなかったけれど地域のいろいろな方々にもお世話になっていることがわかりました。 

 最近、私たちと同じ年代の子がいじめによって命を落としたり、罪を犯してしまったりするニュース

を見ることがあります。なぜそのようなことが起きてしまうのでしょうか。学校の問題？家庭の問題？

原因はそれぞれあると思います。 

 よりよい地域作りに向けて私たちにできることはあいさつです。今、委員会で朝校門に立ってあいさ

つをする「あいさつ運動」の活動をしています。あいさつで何が変わるのかと思うかもしれませんが、私

も実際あいさつで元気をもらうことがあります。あいさつは言葉のスキンシップというように、今まで

たくさんの方に支えてもらった分、今度は私があいさつを通して支える側になれたらなと思います。 


